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読書メモ
現代語訳「論語と算盤（そろばん）」渋沢　栄一　守屋淳訳（ちくま新書）　
　2021年NHK大河ドラマ「青天を衝け」、そして2024年発行予定の1万円札新紙幣に登場する渋沢栄一について今回取り上げてみたいと思います。
480もの「株式会社」、同時に約600の社会公共事業を立ち上げ、民間外交にも尽力し、資本主義の本質を見抜き、日本実業界の礎となった渋沢栄一は、どんな人物なのかについて知るため、代表的な著書である「論語と算盤」を読んでみました。
「論語」とは道徳、「算盤」とは利益を追求する経済活動のことを指し、「論語と算盤」は渋沢栄一の「利潤と道徳を調和させる」という経営哲学のエッセンスが詰まっています。彼の言葉は、ビジネスに限らず、未来を生きる知恵に満ちています。
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なぜいま『論語と算盤』か(本書「はじめに」より抜粋)
ここで現代に視点を移して、昨今の日本を考えてみると、その「働き方」や「経営に対する考え方」は、グローバル化の影響もあって実に多様化している。「金で買えないモノはない」「利益至上主義」から「企業の社会的責任を重視せよ」「持続可能性」までさまざまな価値観が錯綜し、マスコミから経営者、一般社員からアルバイトまでその軋轢の中で右往左往せざるを得ない状況がある。そんな中で、われわれ日本人が、「渋沢栄一」という原点に帰ることは、今、大きな意味があると筆者は信じている。この百年間、日本は少なくとも実業という面において世界に恥じない実績を上げ続けてきた。その基盤となった思想を知ることが、先の見えない時代に確かな指針を与えてくれるはずだからだ。
渋沢栄一の生涯：

渋沢栄一は、天保年間に豪農の子として現在の埼玉県深谷市に生まれる。尊皇攘夷に傾倒し、志士たちと交わったが、一橋家の用人に誘われて一橋慶喜の家来となる。慶喜と栄一は信頼関係を結ぶ。渋沢は、慶喜は有能なので側面から幕府を支えるべきと考えていたが、慶喜は将軍に就任。渋沢は慶喜の弟の徳川昭武の随行員としてパリに行き、万博を見学している。このとき渋沢は資本主義をもとにした経済力がヨーロッパの強大な力を支えていることを実感する。この見学中に大政奉還されてしまい、一行は急遽帰国せざるを得なくなる。帰国後、渋沢は商法会所（銀行兼商社のようなもの）を設立。これは、日本における会社組織のはしりといわれる。大隈重信に説得され、渋沢は大蔵省の官僚になる。渋沢やその上司の井上馨は財政規律を欠いた支出には賛成できない立場で大久保利通と対立した。そして渋沢は、官僚を辞めて実業界に飛び出す。
　渋沢は、現在のみずほ銀行（旧第一国立銀行）、王子製紙、東京海上火災、日本郵船、東京電力、東京ガス、帝国ホテル、サッポロビール、東京証券取引所のほか、東京慈恵会、日本赤十字社、一橋大学、早稲田大学、同志社大学、日本女子大学の設立にも関わっている。ノーベル平和賞候補にも２度ノミネートされている。　渋沢は、あくまでも国を富ませ、人びとを幸せにする目的で事業育成している。
この本のポイントおよび感想（何を主張しているか）　
1 『論語と算盤』は、渋沢の講演の口述筆記を弟子たちが機関紙に掲載したものから、テーマ別に編集して1916年に発刊されたもので、本書はその現代語抄訳です。タイトルの「論語と算盤」だが、論語は倫理観、算盤はビジネスを表していて、私が読み取ったメッセージをまとめると以下のとおりです。
・ビジネスで利益を出すことは大切だが、私利私欲に走ってはならない。
・国家や社会全体の繁栄を考えて、ビジネスを拡大すべきである。
・自己啓発を続け、それをビジネスの発展に活かすべきである。
本書は明治時代に記された書物ですが、現代のビジネスにも通じると思います。ただし、グローバル化が進んだ現代では、一国家だけではなく世界全体を考えてビジネスを進める必要があると思います。
2 渋沢は、中国文学、とくに「論語」をもとに人生を歩んできたことが鮮明に描かれています。彼の言葉には、所々に論語からの引用文や考え方が多く示されています。その中でも一番印象に残った文章は、「高い道徳を持った人間は、自分が立ちたいと思ったら、まず他人を立たせてやり、自分が手に入れたいと思ったら、まず人に得させてやる」です。この文章も論語から引用されており、渋沢の真髄を表している文章だと思います。個人的な利益だけを考えるのではなく、第一に他人・社会を考えようということです。
　
3 相馬藩内の依頼を受けて同藩だけに有効な徴税ルールの存続を主張する明治政府の最高首脳西郷隆盛に対し、一地方の利益のみを考えるのではなく国家天下に関わる議論をすべしとして西郷を説き伏せています。また、二人だけで独占的事業をしようとの三菱の政商岩崎弥太郎からの誘いを国家全体の富を増やすべきだとして一蹴する等国家のための仕事に邁進する姿は迫力があり、今日の日本の繁栄を築いた大立役者としての姿が浮かびます。
4 印象に残るフレーズをあげるとつぎのようなものがあります。
・「一個人の利益になる仕事よりも多くの人や社会全体の利益になる仕事をすべきだ」という考え方を事業を行う上での見識としてきた。そのうえで、多くの人や社会全体の利益となるためには、その事業が着実に成長し、繁栄していくように常に心掛けていかなければならない。

・「正しい道をあくまで進んで行こうとすれば、争いを避けることは絶対にできないものなのだ。・・・人間はいかに人格が円満でも、どこかに角がなければならない。・・・あまり円いとかえって転びやすくなるのだ。・・・人には、・・・「これだけは譲れない」というところがぜひあってほしい欲しいものである。そうでないと、人の一生というものが、まったく生き甲斐のないものになってしまう」
・「何かをするときに極端に走らず、頑固でもなく、善悪を見分け、プラス面とマイナス面に敏感で、言葉や行動がすべて中庸にかなうものこそ、常識なのだ」
　
・「正しい行為の道筋は、天にある日や月のように、いつでも輝いていて少しも陰ることがない。だから、正しい行為の道筋に沿って物事を行う者は必ず栄えるし、それに逆らって物事を行う者は必ず滅んでしまうと思う。一時の成功や失敗は、長い人生や、価値の多い生涯における、泡のようなものなのだ」

5 　古来、日本では道徳と商売は相容れないと思われていたが、まっとうな商売を志すには道徳心が必要である、という渋沢の理論が随所に記されています。近年の企業経営では、コンプライアンスやCSRなどという言葉が飛び交っているが、まさに渋沢が約100年前に警告した事に、やっと日本が追いついてきた感じがします。
6 華々しい実業界での活動を続けた渋沢であるが、私生活では、最初の妻千代を43歳の時に亡くすと、後妻として兼子と結婚し四男三女をもうけています。また、当時は、特に珍しいことではないようですが、たくさんのお妾さんを持ち、その子供は、30人以上いたようです。道徳を強く説くものの、女性関係については、現代からみるとかなり、ルーズ（寛容？）であったように思えます。なんと最後の子ができたとき渋沢は80歳を超えていたそうです。（日本実業界の父は、実際に多くの子供の父親でもあった？）。
7 渋沢栄一が注目を浴びるようになったのは、最近になってからです。　それは：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(i)リーマンショック後、多くの経営者が「論語と算盤」を愛読書として挙げている。すなわち、CSR（企業の社会的責任）が問われる時代にこの本の考えが一致するからでしょう。
(ii)また、論語の発祥地である中国では、この本の中国語訳が9種類刊行されているそうです。1990年初頭の中国では、鄧小平の拝金主義（金持ちになれる奴からなれ）がはびこった。その後、2000年初頭から胡錦涛や温家宝らの首脳部による、道徳を取り戻そうという運動が始まりそのためこの本を使用するようになったとのことです。
(iii)さらに、最近では、日本ハムの栗山監督が、選手たちに配って読ませたそうです。そして、「論語＝（チームプレー、みんなのため）」「算盤＝（自分の活躍、成績）」の2つの高いレベルで一致させないと一流にはなれないと説明したそうです。ギリギリの勝負になったとき、勝敗を分けるのは、人間力であり、人間力をつけるためにこの本を薦めているそうです。（日本ハムから移籍し、現在、米大リーグで活躍中の大谷選手もこの本を愛読書と言っていた記憶があります）
いずれにしろ、渋沢栄一は、今、時の人です。彼の生誕地である現在の埼玉県深谷市は、私の住む上尾市から近い所に位置してます。生家や記念館があるとのことですので、いつかそこへ行き、「渋沢栄一記念館」巡りなどをしたいと思っています。
意見交換のテーマ：この資料の内容を含み、何か気づいたこと、感じたことあれば、教えてください。
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